
1 ɽ͡Ίʹ
　神ಸ川県内Ҭ水道企業団（ҎԼ「企業団」と
いう。）は、直Ӧ事業（設事業と૬川水ݐܥ
設事業（ୈ一ظ））において231ᶳの大口ܘ導ૹ
水管路をຒ設しました。ຒ設した管路の一部はす
でに法定耐用年数40年を過しています。ຒ設し
た管路のٺ度を֬ೝすることはࠔですが、ద
正な管路ߋ新計ըの立Ҋには、管路のٺ度を
Ѳの上、ߋ新ج४年数をܾ定することがෆՄܽで
す。そこで、企業団では、ྟւ地区にҐஔする࣪
५な環境のೆ渡田څ水地（川崎市川崎区）に
0.8Nのਂさでຒ設した鋼管のテストピース（昭
和46年度にຒ設）を10年おきに۷出し、ٺ度
調査を実ࢪしています。ྩ和 4 年度には、 5 ճ目
のٺ度調査を実ࢪしました。
2 ɽௐࠪ༰

テストピースとして、次の 3 छྨを֤ 2 本用ҙ
しました。①ิ剛付鋼管のิ剛部44400ࡐを長さ
500ᶱに断したແృのもの、②昭和40年の
֎໘ඃ෴֨نであるコーϧターϧΤφメϧృ

（ガϥスクロスೋॏר）を①にࢪしたもの、③ター
ϧΤϙΩシృを①にࢪしたものです。調査は、
調査とテストピース調査ʢදʣを行っており、

の৯ੑ評価、テストピースのృ෴ܦ年ྼ
化及び৯ਐ行度合を記録しています。
3 ɽௐࠪ݁Ռͱߟ

テストピースのٺ度を理したところ、次の
。向が֬ೝできました

（1）ృບは、40年目ఔ度から局ॴ的にひびׂれや
ピンϗーϧが発生しྼ化が࢝まる。

（2）ృບް、ృບのશ体ணྗは、局ॴ的なྼ化
をআき、50年Ҏ上࣋ଓできる。

（3）ແృのテストピースの৯は、؇やかにਁ
৯がਐΉ。
　֬ೝされた৯の࠷大とܦ過年数の関係及び
。直ઢをਤにࣔしますࣅۙ

৯度は0.0�86ᶱʗ年直ઢから予ଌしたࣅۙ　
となりました。調査結果を౿まえ、ຒ設後40年で
ృບの局ॴ的なྼ化が発生し৯が࢝まるとԾ定
して、鋼管用Մ能ؒظをࢉࢼしました。ࢉࢼで
は、ೆ渡田څ水地とಉ一ૹ水ܥ統であるপૹ
水路ઢを選定し、管1ܘ300ᶱ、管ް13ᶱ、管内
ѹ1.11M1Bとして内ѹ計ࢉ式˞ 1 を用いました。そ
の結果、100年˞ 2 をえて用Մ能であるとの結
果が得られました。
˞ 1  МU�1・d� 2 UʽМB（水道ࢪ設設計ࢦ2012）
˞ 2   ৯ݶ界管ްに達するまでの年数にృບྼ化開࢝年

（40年）をՃえた

� ɽ·ͱΊ
　企業団では、ྩ和 � 年度から管路ߋ新事が本
֨的に࢝ಈします。それにい、۷をう事
が૿えるため、既設管路のঢ়ଶ֬ೝやٺ度を調
査する機会が૿Ճします。これらの調査結果にՃ
え、既ड़のテストピース調査結果も参রすること
で、よりਫ਼度の高い鋼管用Մ能ؒظのࢉ定がՄ
能になるとߟえています。

（出典：水道技術ジャーナル2025年1月）
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